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宮川堤防下の磯区揚水
ようすい

機場
きじょう

 

 豊浜村大字磯区の灌漑
かんがい

沿革史は、水量不足の課題を

抱えていた外城田川取水から、宮川への取水へと大正

十年に改革したと語っている。しかし、干満による塩

分混入で時間調整を余儀なくされていた。昭和 42 年

の宮川用水完成で苦難の幕を閉じた。蒸気、ディーゼ

ル、電力揚と順次改修の変遷をたどり、写真は電力時

代の苫屋
と ま や

である。廃屋化していた平成初期頃に筆者が

撮ったものである。揚水場から宮川左岸に開花した磯

式農耕文化の懐かしい一端を垣間
か い ま

見ることができる。 

おらが豊西の歴史散歩４ 
担当 

森内法昭 

磯の渡し 

昭和初・中期の風景である。手漕
て こ

ぎ船頭が見え自転車、買荷

物等が搭載されて帰船のようすである。参宮客を乗せる宮川の

渡しと異なり、農水産物が流通する地元住民の渡船交通であっ

た。豊浜・北浜の人々が宇治・山田へ渡るための生活と文化交

流の河川でもあった。潮の流れによって予定時間に対岸に着く 

保証はなく、前近代的な乗り物であった。 

 昭和 27 年木架豊浜大橋が完成してその役割を終えた。豊西

「麦打ち唄」は、渡し場から対湾の三河吉田湊までの「そよ風」

を唄っており郷愁を誘うものがある。古来は参宮裏街道の機能

も持っていた由緒ある渡船場でもあった。   

 
豊西まちづくりの会では、各地区自治会と共催して津波避難訓練を実施してまいりましたが、今年度

は「宮川左岸沿岸部一斉の津波避難訓練」として、市の主催で行います。 

 昨年は、６００余名の参加がありました。ただ、豊西地区住民は約 3000 名ですので、まだまだ十分

とは言えません。自分の命は自分で守ることが必要です。避難訓練の内容が決定しましたらお知らせい

たしますので、積極的に参加していただきますようお願いします。 
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麦打ち唄 

風よ吹け吹け 南の風よ  

吉田湊へ そよそよと 

昨年の避難訓練（植山） 
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農業振興委員会では、まちづくり農園をスタートさ 

 せました。（詳しくは案内チラシ 7/15号参照） 

  1区画は 4m×5.5mの広さです。野菜づくりが初めて 

 の方には、毎月 2回（日曜日の 11：00～12：00）スタ 

ッフが駐在し、相談や指導をさせていただきます。 

 

       いつからでも利用できますので、まちづくり 

      事務局まで申し込んで下さい。 

各部門の優勝者 

・男子の部  楠木 正人さん 

・女子の部  北村 智子さん 

・小学生の部 鈴木 颯真くん 

お天気が良過ぎて熱中症が心配されましたが、全員元気に競技を終了

しました。三世代７０名が熱戦を繰り広げました。 

中西委員長よりトロフィーの授与

喜ぶ優勝者 

案内チラシ（7/1 号）で全戸配布し締め

切りは終わりましたが、まだ参加枠があり

ますので、申し込んで下さい。 

豊西地区の歴史を勉強するいい機会で

す。小中学生や高校生の方、お友達をさそ

ってご参加下さい。お待ちしています。 

 

5 月 21日（日） 

とう 

看板が目印です。 


